
香川で食べた本場の讃岐うどんに惚れ込んで脱サラしたうどん職人宮
嶋勇治氏。高松のうどん店で修業後、当所の創業支援を受けて晴れて開
業。三重県産小麦粉を原料に毎日、早朝からうつ麺は、コシがあっても
ちもち。この味を求めて老若男女が通う人気店に。

会社の経営を信頼できる後継者に引き継ぐ事業承継。あらゆる企業に
訪れる問題として、当所は専門家による窓口相談に事業承継相談を開設。
中小企業庁発行の冊子「会社を未来につなげる10年先の会社を考えよう」
を窓口配布するなど、会員企業に向けて早めの準備を促している。
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応援隊発“そうぎょう”
−讃岐うどん みやの家

事業承継
〜まだまだ先と思っていませんか？〜


